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行なわれてきた。しかし，樹種や木取り，劣化状態の異

なる様々な状態の木質遺物全てに対応できる保存処理方

法は開発されていない。そのうえ，木質遺物以外の有機

質遺物の保存科学的研究は，その木質遺物の保存科学的

研究の成果を応用して，木質遺物以外の有機質遺物の保

存処理方法が行なわれてきているのが現状である。
ここでは，木質遺物以外の有機質遺物（漆製品，繊維

製品，編物や縄，紙，植物遺体，琉珀，皮革製品，骨な

どの動物遺体）を展示・保管できる状態にするための保

存技術や保存材料を中心に最近の保存科学的研究の動向

について概観する。

１．はじめに

人々の生活活動の痕跡である遺跡からは，木製品を中

心とする木質遺物・漆製品・竹製品・種子などの植物遺

体・植物質の繊維でつくられた編物や縄・紙・動植物の

繊維から作られた織物・皮革製品・骨などの動物遺体等

の有機質遺物が出土することがある。これらの有機質遺

物は，腐朽菌などの活動により腐朽・分解しやすいため

通常の乾燥と湿潤を繰り返すような埋蔵環境下において

は遣存することが難しい。しかし，常に乾燥した状態や

常に湿潤な状態で腐朽菌などの活動を抑制することので

きた埋蔵環境下においては，比較的良好な状態で遺存し

ていて遺跡の発掘調査に伴い出土する。

遺跡から一番多く出土する有機質遺物は，湿潤な埋蔵

環境下で水漬けの状態で乾燥することなく遺存してきた

水浸出土木材である木質遺物である。出土するまでの水

漬け状態の間に木材の細胞壁を構成するセルロース，ヘ

ミセルロース，リグニンなどの木材成分が埋没中の化学

変化による低分子化や腐朽菌による分解・消失すること

によって，細胞壁の構成成分が消失した部分に新たな空

隙が生じる。その空隙部分に水が飽和状態に満たされ，

本来の木材としての強度が失われた状態で形状が辛うじ

て保たれている。この遺跡出土の木質遺物に強度を付与

し，収縮・変形することなく，展示・保管できる乾燥し

た状態にするために多くの保存科学的研究がこれまでに

2．漆製品

漆製品は，木材，竹，皮革，紙，布，金属などの素地

(胎）の上に下地を施し，その表面に漆を塗り重ねて用

いられる製品である。漆は非常に耐久性に優れた高分子

樹脂であるが，紫外線により分解が促進される（熊野路：

2007)｡紫外線の影響を受けることのない埋蔵環境下に

置かれた遺跡から出土する漆製品は，素地（胎）の残存

にかかわらず漆膜が素地（胎）に塗布されていた状態を

維持して出土することが多くある。
一般的に湿潤な環境下から出土した漆製品は，漆椀の

ように木材の素地（以下，木胎）が残っていることが多

い。木胎の残存している出土漆製品は，木胎に含まれる

水分が蒸発するに従い，収縮．変形が起こる。それに伴っ
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(商品名：キムワイプ，日本製紙クレシア株式会社）を

貼り付けてから真空凍結乾燥を実施して木胎から漆膜が

遊離しないように保護を行なっている。

また,1990年代初めごろから実用化された高級アル

コール法（岡田ら:1992)においても，中近肚の漆製品

の漆膜で保存処理前までにすでに木胎から剥離してしまっ

ているもののなかには，水からメタノールに置換した段

階でアルコール・キシレン・樹脂法と同様に漆膜が膨潤

したり，剥離したりすることが報告されている（岡田・

吉田:1998,岡田:2000)。

近年では，湿潤な環境下から出土した木胎の残存して

いる漆製品の保存処理方法は，真空凍結乾燥法，高級ア

ルコール法，糒アルコール法（今津:2000, Imazuet

al . :2001,深瀬ら:2004),トレハロース含浸法（伊藤

ら:2011,2013)などの木質遺物に用いる保存処理方法

で漆膜と木胎とを一体のものとして保存処理がおこなわ

れており，それぞれの方法で良好な成果を上げている。

また，超臨界二酸化炭素を用いた保存処理方法も試みら

れている（猪俣ら:2003)｡

木胎から剥落した漆膜の剥落止めは，シアノアクリレー

ト系接着剤やパラロイドB72などの溶剤系のアクリル

樹脂を用いていたが，剥離して反り返った漆膜を押さえ

てもとに戻すことは難しい作業であった。また，厚い下

地の上に塗られた漆塗膜や厚く塗り重ねられた漆塗膜を

完全に平面に灰すことは不可能であるが，薄い漆膜は，

湿度と熱を与えることにより反り返りを戻すことが可能

である。そこで，日本画の顔料層の剥落止めに使用して

いる膠に着目して，水溶性で扱い易い兎膠の接着力で遊

離した漆膜片を木胎に定着させる方法が開発された（大

國ら:2000)｡その他，親水二価アルコールと二塩基酸

からなる線状ポリマー（ポリエーテルエステル）であり，

フィルム形成層を持った熱可塑性樹脂（商品名：パオゲ

ンPP-15,第一工業製薬株式会社）を剥落の状況に応じ

てフィルム状もしくはlO%水溶液を使い分け，コテな

どで漆膜ごと加熱してパオゲンを溶融させて木胎に接着

させる方法が報告されている（西H・平井:2004)｡ま

た，糖アルコール法やトレハロース含浸法では，糖アル

コールやトレハロースが固化する作用を利用して剥離し

かけている漆膜を固着させている（深瀬ら:2004,伊藤

て，漆膜も水胎から剥離して反り返りや波打ちが生じる。

そのため，漆膜のこのような状況を抑えるために，漆膜

と木胎とを一体のものとして捉えて，より劣化の著しい

木胎を主として木質遺物のために開発された保存処理方

法を適用している。

木胎の残存している漆製品の保存処理は,1973年頃，

漆椀の処理がポリエチレングリコール（以ド,PEG)

含浸法でおこなわれた（松田・馬留:1975)｡漆膜の状

態の良好な漆椀についてはこの方法で処理可能であった。

しかし，なかにはPEG濃度の上昇と同時にPEG溶液

の液温を高温に上昇させることで漆膜が膨潤して波打ち

が起こり，水胎から剥離する漆椀も兄られたｏまた。比

較的漆膜の膜厚の薄い漆椀は，埋没中や保管中の水分で

木胎が膨潤し，漆膜が木胎から剥離した状態となってい

ることに加えて,PEG含浸中に̅ﾄ地の流出等により小

さな漆膜片となって剥落することが多く見られた。

(Masuzawaetal . :1999)｡また,PEGの表面処理後に

木胎に定着していない漆膜片が剥落したりすることもあっ

た（阪本:1977)｡

その後，熱による漆膜の損傷を回避するためにアルコー

ル・キシレン・樹脂法やPEGを前処理剤として用いた

真空凍結乾燥法を用いて保存処理を行なうようになった。

アルコール・キシレン・樹脂法で保存処理した近世の漆

製品の!|1には塗膜構造や下地や漆膜の組成に起因し，エ

タノールやキシレンなどの溶剤に置換している間に漆膜

が膨潤を起こして反り返ることや朱漆による描かれた文

様部分が剥離することが多く確認された(Masuzawa

etal.:1999)。これらは，エタノールやキシレンなどの

溶剤が漆膜中に浸透することで膨潤や変形を起こした結

果と考えられた。真空凍結乾燥法においても，前処理の

PEG含浸中に漆膜が木胎から剥落したり，真空凍結乾

燥中の乾燥過程で漆膜が反り返ったりすることが起こっ

た。そのため,PEG含浸中や真空凍結乾燥中に漆膜が

*ll落して遊離しないように，和紙（典具'岾紙）と兎膠を

用いて漆膜表面に貼り付けて漆膜を保護する方法が試み

られた（藤田:2001)が，凍結乾燥後に漆膜表面に付着

した和紙の繊維の除去に手間がかかるという新たな問題

も発生した。その後，改良が図られて現在では，予備凍

結前にPEG40%水溶液を用いて漆膜に紙製のウエス
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ら:2013)｡

近世の漆製品で石黄を使用原料として用いられた黄色

系漆と緑色系漆の色漆は,PEG水溶液，エタノール溶

液やキシレン溶液などの保存処理薬剤や有機溶剤に浸漬

することにより色調が抜けて茶色に変色・退色を起こす

問題がある（北野･肥塚:2000)｡この問題について，

高妻らは，保存処理薬剤と有機溶剤に緑色漆試験片を

40･Cで４週間，浸漬した結果，有機溶剤により容易に漆

膜が膨潤することと，緑色漆の着色に用いられた藍が溶

出して変色することを明らかにした。加えて,PEG水

溶液を用いた場合には，藍がPEGにより何らかの化学

的あるいは物理的作用を受けて変色していることと，ラ

クチトールなどの糖類の薬剤では，緑色漆膜の著しい変

色は認められなかったことを報告している（高妻ら：２０

OO)｡また，高級アルコール法においても，中国漆器で

漆膜表面に油で溶かれた黄色顔料が塗布されていること

があり，メタノールに置換している時に黄色顔料の色落

ちが生じることがあると報告されている（岡田:2000)｡

その後，植田によって，出土漆製品に対して保存処理に

用いる含浸薬剤が漆膜に与える影響についての検討が行

われた。その結果，含浸用薬剤の種類によってその挙動

は異なるが，漆膜は含浸薬剤中で様々な変化を起こし，

含浸用薬剤が漆膜の劣化に大きく寄与していることを明

らかにした。特に，エタノールが漆膜に与える影響が大

きく，ラクチトールは漆膜に影響を与えることの少ない

含浸用薬剤であった（植田:2007)｡

植田らによって報告された長崎県松浦市麿島海底遺跡

から出土した漆製品は，海中から出土したため特殊な環

境下に置かれた漆製品で，保存処理前の事前調査や分析

を実施して漆製品の特徴や漆塗りの技法を調べた結果，

元憲由来の漆製品で樹種や漆塗りの技法が国産の漆製品

とは異なっていた。そのため，国産の漆製品とは異なる

保存処理による変化が見られた。まず，塩分を除去する

ために，水道水に浸漬すると木胎と漆とでその挙動に差

がみられ，漆膜が反り返るなどの変化が見られた。保存

処理においても，漆膜の状態が良好で木胎との密着性が

良いものは，糖アルコール法で保存処理を行なったとこ

ろ，低分子の糖アルコールによる長期間の含浸でも木胎

内部まで浸透できずに，乾燥時に木胎の収縮により漆膜

の落ち込みが生じた。また，漆膜が木胎から剥離しかけ

ているものと木胎の残存状態の悪いものについては，真

空凍結乾燥法で処理をおこなったところ，内部の水分の

昇華に時間がかかり，通常の乾燥条件では終点に達しな

いこともあった。さらに，保存処理後には温湿度変化に

より漆膜の反り返りが生じた（植田ら:2008)｡

水に浸かり湿った状態で出土した有機質の素地（胎）

が劣化・分解して残存していない漆製品の場合，例えば

漆膜片だけの漆椀や烏帽子は，通常，脆弱遺物として遺

構から土壌ごと取り上げ，土壌を漆膜の支持体とした状

態で,PEG含浸法や高級アルコール法，糖アルコール

法（金原ら:2007),トレハロース含浸法などで保存処

理がおこなわれている。しかし，なかには，発掘調査の

ために脆弱な漆膜の支持体である土壌を取り除き，漆膜

のみが残存した状態のものもある。このような漆膜だけ

のものは，漆膜の状態に応じて，水性アクリル樹脂（商

品名：プライマルAC-344,ロームアンドハース社，水

性アクリルクリアーN,ケミテック株式会社）に浸漬

もしくは塗布した後，自然乾燥させて漆膜の強化を計っ

て，漆膜|司士をシアノアクリレート系接着剤やパラロイ

ドB７２(ロームアンドハース社）などの溶剤系のアクリ

ル樹脂で接合したり，もしくは，漆膜細片の裏面を典具

帖紙とパラロイドB７2などの溶剤系のアクリル樹脂に

より裏打ちをして復元をおこなっている（山口ら:1998,

大國・井上:2001,山田:2010)｡

古墳の埋葬施設から多量の金属製品とともに，木材部

分の消失した刀剣装具や槍や鉾の柄，竹材の消失した竪

櫛，皮革の消失した盾などの漆膜部分のみが出土するこ

とがある。これらの漆膜だけの漆製品は，遣存状況の良

好なものは，そのまま単独な漆製品として遺構から取り

上げられるが，遺存状況が良くないものについては，遺

構を極力壊さないように検出された漆製品の上にアクリ

ル樹脂（商品名：パラロイドNAD10)を塗布して，ガー

ゼを貼り付けた状態で分割して土壌ごと剥ぎ取られるも

のもある。これらの漆膜だけの漆製品は，室内に持ち込

まれた後に，土壌を丁寧に除去して，遺構での検出時点

の裏面に当たる漆膜面を表出し，表出された面にアクリ

ル樹脂（商品名：パラロイドB72)を塗布して漆膜の強

化を図る。この方法では，出土した時点での上面をガー
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多くの出上繊維製品は墓などに埋葬された人骨や金属

製品に付着した状態で出土し，その時点では元の繊維と

しての性状を留めることなく出土する。金属製品の表面

に付着した繊維片は，肉眼では繊維が付着していること

が明らかでも，有機質は完全に分解消失して残存してお

らず，繊維の周囲に存在する土壌や鉄や銅の酸化物が繊

維の形状に同化している。また，埋蔵環境によっては繊

維製品片が単独で出土することもある。このような繊維

製品は非常に脆く，なかには粉状になってしまうものも

存在する。そのため，繊維の形状を保持するために保存

処理が行われている。特に，金属製品に付着し鉄錆や銅

錆により保持された状態にある繊維製品は，金属部分の

保存を主眼としたアクリル樹脂を含浸させる金属製品の

保存処理方法で行なわれるのが一般的である。

特異な例として,1996年に奈良県天理巾ト他山古墳

から色彩が鮮やかに残り織組織も明瞭な繊維製品片が付

着していた青銅鏡が''１ｔした。この絹織物を高分子のポ
リエチレングルコール（商品名:POLIOX-N80)5%

アルコール・蒸留水混合溶液を浸透させることにより強

化して，ガーゼによる裏打ちをおこない青銅鏡から剥離

した。その後，剥離した繊維製品の分析をおこない，保

存処理した後に重なった織物を剥がして走査電子顕微鏡

で観察可能であったと報告されている（今津:1997,

2004)。この保存処理方法は，染料を溶かす有機溶剤を

用いていないので鮮やかな色彩が残っている繊維製品の

保存処理には適した方法であると考えられる。

その他の保存処理例としては，イラク，アッタール遺

跡HI土の羊毛製葡萄模様綴織染織品がある。染織品とし

ての色と質感を損なわずに強化，修復，保存するために，

裂地の裏面にパラロイドB72とヒドロキシプロピルセ

ルロース(HPC)の混合溶液の塗布と典具帖紙による

裏打ちを行ない強化した。その後，裂地の織り目と図柄

を手がかりに整理し，裂地断片をアクリル樹脂パラロイ

ドB72で貼り接いだ後に，再度，典具帖紙で裏打ちを

行ない修復を行なった（西浦ら:2008)｡さらに，北海

道恵庭市柏木川４遺跡から炭化していたものの柔軟性を

保持した状態で出土した植物繊維の編布（縄文時代後期）

を発掘現場から土ごと分割して取り上げ，室内にて

PEG40～50%水溶液を塗布含浸後，土ごと真空凍結乾

ゼにより裏打ちされた状態になっているため，保存処即

後には,IH土時のﾄﾞ面側で展示・保管されることになる

(杉井:l996,山田:2010)。

乾燥した状態で出土した漆製品の場合は，素地（胎）

の残存にかかわらず，パラロイドB72などの溶剤系の

アクリル樹脂を直接，漆膜表面に途布したり，漆製IWif

体に含没して強化することが多い。

最近の研究報告では，これまでの保存処理とは異なっ

た保存科学的な処置と伝統的漆工技術を併用した出土漆

製品に対する新しい修復例がある。ウクライナ，クリミ

ア半島から出土した木胎が失われて薄い漆膜だけが残存

していた漢代漆器に対して，尚級アルコール法による1呆

存処理を施し，漆膜を形状や文様を合わせて配置・轄理

し，その漆膜を新調した形状復元用の木箱表面に麦漆で

貼り付けた伝統的な漆工技術を用いて修復がおこなわれ

た（北村ら:2011)。この修復方法は，出上漆製品に対

する新しい修復方法の一つとして期待できるものと考え

られる。

漆製品が発掘された当初には，まだ漆製品の保存処理

方法が確立しておらず，防腐剤としてホウ酸を添加した

水の中て水漬けの状態で保管されている間に水が全て乾

燥してしまい，ホウ酸の白い結始が表面に析出して漆の

質感が失われてしまっている漆製品に対して，エタノー
ルを用いた湿式クリーニングでホウ酸を除去する方法も

報告されている（片岡ら:2013)｡

今日まで漆製品についての特別な保存処理方法は開発

されてはいない。そのため，出土した漆製品の保存処理

においては，漆製品が湿潤な状態であるのか，乾燥した

状態であるのか。また，有機質の素地（胎）が残ってい

るのか，イ1機質の素地（胎）が劣化・分解して漆膜しか

残っていないのか。このような出土時や保存処理が施さ

れる時点での漆製品の状態に適合した保存処理方法を検

討する必要がある。

3．繊維製品

繊維製品の素材は，絹や羊毛などの動物繊維と苧麻や

大麻などの麻類や木綿などの植物繊維がある。繊維製品

も通常の埋蔵環境のもとでは若しく劣化・分解しやすい

ため，もとの完全な状態で出土することはほとんどない。
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に取り出すことができた。その経巻は固着して腐食も進

行していたために紙繊維が脆くなっていたがピンセット

や竹くらで一枚一枚剥がし展開することができた。展開

した経巻の素材の分析をおこない楮で経巻修復補紙を作

製して，この復元した紙を用いて本紙に裏打ちをおこな

い，棡太巻軸を新調して巻子の体裁にととのえた（村田：

2000)｡

その他に，慶応２年(1866)の江戸大火により類焼し

た豊後岡藩中川家の上屋敷があった東京都中央区明石町

遺跡で火災により崩れ落ちた地下の穴蔵のなかから，岡

藩関係の「御用留帳」類が蒸し焼き状態で冊子の塊の炭

化文書として水漬け状態で出土した。この炭化文書に真

空凍結乾燥法を用いて乾燥させてから，炭化した脆弱な

本紙同士を箆とピンセットで一枚ごと剥離させて，二頁
すき

分にあたる一丁を見開きにして’枚ずつのシート状に漉
ばめ

嵌法により本紙の周囲と裏面に楮和紙繊維を補填した。

その後，本紙の表面にメチルセルロースの噴霧や塗布を

おこなって炭化した紙資料の強化と修復をおこなったｏ

修復後の炭化文書は，本紙は完全に炭化しているのにも

かかわらず墨書の文字を確認することができた（金山：

2002)｡

このような表装の技術と文書などの紙資料の修復技術

を用いて修復を図った例がある。

燥法で保存処理おこない，一部の部材はアクリル樹脂パ

ラロイドB72を２回塗布して保存処理を行なった報告

がある（平田:2010)。

4．編物や縄，竹製品やヒョウタンの果皮

植物質の繊維でつくられた編物や縄や竹製の箕などは，

脆弱な状態で出土することが多いため土壌ごと取り上げ，

土壌ごと保存処理をおこなう事が多い。樹脂含浸する際

には，土壌の流出などを防ぐために繊維強化プラスチッ

ク(FRP)で型取りした保護枠を用いたりもする。土

壌を支持体として取り上げられた脆弱な編物や縄につい

ては，上壌と一緒にPEG含浸法，高級アルコール法，

糖アルコール法，トレハロース含浸法（藤田ら:2013)

などで保存処理をおこなう。糖アルコール法で保存処理

をおこなった土付き網籠では，網籠の支持体となってい

る土壌の性状により，糖アルコールの固化時に亀裂が生

じ遺物に変形を起こす事例が報告されている（金原ら：

2007)。また，比較的劣化が少なく断片として単独で取

り上げられた編物や縄については，上記の保存処理方法

に加えて，アルコール・キシレン樹脂法でも保存処理を

行なっている。

竹製品やヒョウタンの果皮は，通常の木製品と同様に，

PEG含浸法，アルコール・キシレン樹脂法，高級アル

コール法，糖アルコール法，トレハロース含浸法などの

保存処理方法で処理を行なっている。
6．植物遺体

植物遺体のうちモモやクルミの核などの種実や種子な

どは,PEG含浸法，アルコール・キシレン樹脂法，高

級アルコール法，糖アルコール法，トレハロース法など

の木製品と同様の方法で保存処理を行なわれている。

炭化米と種実への糖アルコール含浸法を行なったとこ

ろ，オニグルミでは縫合線で亀裂が入ることがあった。

また，なかが空洞になっているドングリなどは潰れるお

それがあり，種実への適応にはまだ検討の余地がある

(深瀬ら:2004)｡

5．紙

紙は，植物繊維を原料にしているもので優れた保存‘|生

と強靱で柔らかな特性を持つ。日本製最古の紙は，正倉

院にある大宝２年（702）の戸籍断簡で，保存環境が良

好であれば1300年前のものが残っている。しかし，通

常の埋蔵環境のもとでは残存することはなく，特殊な埋

蔵環境下において発見されることがある。

和歌山県橋本市隅lll八幡神社経塚出土経筒の保存処理

のためにＸ線透過試験やＸ線CT,中性子ラジオグラ

フィーによる調査をおこなったところ，経内に軸木を有

する八巻の経巻を確認した。この経巻を経筒から取り出

し，修復することになり，錆で固着していた経筒の蓋を

開けたところ，筒内は湿潤な環境をしていて経巻を容易

7．號珀

暁珀は古代の針葉樹類から流れ出た樹液が高分子化し

たものである。素材としてだけではなく，琉珀玉等に加

工されて遺跡から出土する。出土後，そのまま保管して
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自然乾燥すると劣化が進みひび割れが起こり細片化して

崩壊してゆく。パラロイドB72などで強化しながら接

合する。

植田は，州土琉珀ついて保存処理を行うために號珀そ

のものの成分分析，性質，劣化要因などを調べた。その

結果，玻珀の産地によって成分，性質が異なるため，號

珀ごとに成分分析や溶解性試験をおこなった上で，保存

処理方法を決める必要性を述べている（植田:2000)。

出して松煙入りの生正味漆で木固めを施した木刀状の保
そ く い

存用支持台に続飯という米飯を水とセンブリの煎じ汁を

加えて練り上げた糊で貼り付け，鮫皮の欠損部には，糊

砥の粉を充填して水性顔料で着色した。鞘本体は,PEG

含浸で前処理したのちに真空凍結乾燥法で処理を実施し

ている。鞘木と黒漆塗鮫皮という２つの複合素材のため

に生じる保存処理による収縮率の異なりと鞘木の構造を

みることができるようにした展示効果を考慮して別々に

展示・保存した（辻ら:2003)。この方法も保存科学的

な処置と伝統的漆工技術を併用した方法である。
8．皮革製品

有機質遺物の中でも皮革製品は，動物性蛋白質を主成

分とするため埋蔵環境中で腐朽・分解しやすく，特に道

存しにくいものと考えられる。古墳から出土する盾や鎧

などの武具に塗られた漆膜の素地として皮革が用いられ

ていたことは，残存している漆膜の痕跡から多く確認さ

れている。しかし，遺跡から皮革そのものが出土するこ

とは少なく，皮革の保存処理の実施例は少ない。

1896年（明治29年）に廃園となった兵庫県加古郡稲

美町播州葡萄園醸造場遺跡から出土した革製靴やベルト

などの革製品は，土庄の影響をそれほど受けておらず，

元の形状がわかる状態で出土した。再度，縁し直して整

形する必要はないものの革の硬化や脆弱化などの劣化が

見られた。これらの革製品を保存処理するために，伝世

してきた革製品を試料として，アクリル樹脂の選定のう

え，色差，光沢，柔軟性，引張・引裂強度などの試験を

おこなった。その結果をもとに，出土した革製品をアク

リル樹脂（商品名：パラロイドF10)に浸漬して革の強

化を図り，断絶している革は，シアノアクリレート系接

着剤で接合するという保存処理が報告されている（日高：

2000)｡

そのほかに，神奈川県鎌倉市米町遺跡から表裏２枚か

らなるミズナラ材の鞘本体に鮫皮が巻きつき漆が塗られ

た状態で漆塗鮫皮鞘の保存処理例がある。出土した時点

では，鮫皮の遺存状態は比較的良好で鞘本体からは容易

に分離できた。黒漆塗鮫皮は鞘本体から分離し，松煙入

りの生正'床漆で木固めを施した矯正用の檜材の仮鞘の上

で本来の位置に配置した後，包帯で曲面の形に配盧しな

がら巻きつけて，室温で自然乾燥させ反り返りを矯正し

ている。黒漆塗鮫皮の乾燥の後に，新たに檜材から削り

9．動物遺体（人骨・獣骨・貝など）

日本の土壌は酸性土壌で人骨や獣骨は残りにくい，し

かし貝塚や低湿地では骨や骨角器が遺存していることが

ある。アルカリ環境となっている貝塚から出土した骨は

出土後，そのまま乾燥させても形状変化しない事が多い。

低湿地から出土した骨は，そのままの状態にしておくと

乾燥にするに従って亀裂が生じたり破損したりする。そ

のため，急激に乾燥しないように処置を施してから，骨

に合成樹脂を染み込ませて形状を保持する必要がある。

実際に保存処理を行う方法は，水溶性のアクリル樹脂

を骨の表面から光沢に気をつけながら繰り返し塗布した

り，骨を少しずつ乾燥させながらパラロイドB72など

の溶剤系のアクリル樹脂を塗布したり，または，アルコー

ルから有機溶剤に置換した上で溶剤系の合成樹脂を含浸

する方法で保存処理をおこなう。貝なども骨と同様の方

法で保存処理を行なうこともある。

骨の遺存状態が悪いものは，土壌ごと取り上げ，土壌

と骨を一緒のものとして,PEG含浸法や高級アルコー

ル法などで処理を行なう。

奈良県橿原市観音寺本馬遺跡から縄文時代晩期中葉の

土曠墓２基と土器棺墓１基については，硬質発泡ウレタ

ンを利用して遺構面から切り取り，展示資料にするため

に人骨および遺構を強化するために保存処理を行なって

いる。実際の強化処置は，エタノールでクリーニングし

ながら強制的に乾燥させて，パラロイドB72の樹脂濃

度や有機溶剤の配合を変えながら樹脂塗布した方法と湿

潤状態でも利用可能なエチレン酢ビ系樹脂（商品名：ナ

チュラルコート，新成田総合社）を半乾燥状態から断続
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的に噴霧する方法を人骨や周辺土壌の乾湿状態で使用薬

剤を選択した方法で保存処理を行なっている（奥山ら：

2011)｡

保存処理方法を選択する必要性もあるが，本来の物性や

質感を保持して安定した状態にする可逆性を持った処理

方法の開発も行なわなければならない。

すべての有機質遺物について言えることであるが，遺

跡から出土する有機質遺物は，使用されていた当時のも

のが廃棄，もしくは埋納されてからの埋蔵環境によって

出土時の状態は様々であるため，その劣化状態は一様で

はない。また，単独素材の有機質だけでなく複合的な部

材構成をすることが多く，その形態も多様化している。

それらの有機質遺物を保存処理するためには，それぞれ

の劣化状態を把握するとともに，材質や構造を調査する

ことが必要である。そのため，単一の保存方法はなく，

これらの保存科学的調査を行ない，それぞれの劣化状況

に合わせて保存処理方法の検討をしたうえで，保存処理

を実施する必要がある。さらに，これまでに行なわれて

きた有機質遺物の保存処理の成果をもとに，更により良

い新しい保存処理技術を模索してゆくことが今後の課題

である。

保存科学という分野が，材質や構造，保存環境を調べ

て展示・保管できる状態にするための保存材料や保存技

術の研究をおこなう分野であることを考えると，材質．

構造に関する基礎的な研究を蓄積してゆくとともに，今

後は，これまで材質分析などでは分析試料の採取が必要

であった有機質文化財を非破壊で調査する方法の研究開

発も必要である。また，合成樹脂の歴史は約100年ほど

である。昭和３０年代以降，文化財に使用されるように

なり６０年ほど経過しているが，今後さらに，伝統的修

復材料と|司じような性状や伝統的な材料には持ちあわせ

てはいない長所を現代の修復材料に求めて，再修理を考

盧した可逆性を持つ新しい保存材料を開発することと，

理化学的な保存科学と伝統的な修復技術を融合した方法

を模索してゆく必要がある。加えて，保存処理後も光，

熱，紫外線などの様々な劣化要因からの劣化の進行を遅

延させる方法を検討してゆかねばならない。

10．おわりに

これまで遺跡出土の有機質遺物に強度を付与し，収縮・

変形することなく，展示・保管できる乾燥した状態にす

るために多くの保存材料や保存技術の研究が行なわれて

きた。ここでは木質以外の有機質遺物の近年の保存科学

的研究についてまとめてみた。このことから有機質遺物

の保存処理についてはある程度確立しているように見え

る。しかし，それぞれの材質の有機質文化財の保存処理

については，それぞれの有機質遺物に特有の保存処理方

法が開発されているわけではなく，木質遺物などの保存

科学的研究の成果を応用して行なわれてきているのが現

状である。

木胎の残存している漆製品については，基本的には木

材の保存処理方法を応用されてきたのが，本来は，木質

遺物とは異なる性質を有しているため，塗膜構造の調査

をもとに漆製品の劣化状況や材質に応じた保存処理方法

を検討してゆく必要がある。そのなかで，北村らによる

漢代漆器における保存科学的な処置と伝統的漆工技術を

併用した保存処理方法は，新しい方向性を示したもので

ある。

また，以前には竹製品や植物繊維を編んでつくった編

物や縄などの有機質遺物の持つ本来の物性や柔軟性，質

感を再現するためにシリコーン樹脂法が開発された。シ

リコーン樹脂の特性からこの方法で保存処理した遺物は，

吸湿性も低く柔軟性を備えている（沢田ら:1991,沢田：

l997)。しかし，シリコーン樹脂の硬化は化学反応によ

る重合のため，再処理が不可能である。現在，おこなわ

れている保存処理方法では対応しきれないような遺物や，

水漬け状態で保管する以外に手立てがないが水漬けして

いる間にも劣化が進行してしまう遺物については，この
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(RecentAdvancesinScientificStudiesonCulturalProperties:Conservation)

T rendsandProspectsofConserva t ionTrea tment
forOrgan icArt i factsOtherthanWoodenMater ia ls

TetSuyaYAMADA
CenterforConservationScience,GangojilnstituteforResearchofCulturalProperty,２-14-8Motomachi,Ikoma,
Nara630-0257,Japan

Fromarchaeo log ica ls i tesatwh ichremainsandtracesoftheact iv i t iesofanc ientpeop leare

preserved,organicremainssuchaslacquerware,bambooproducts,seeds,knitt ing,rope,paper,

textiles,leatherproducts,andbonesareexcavatedalongwithcommonwoodenartifacts・Because

organicmater ia lsrotanddecomposeeasi lythroughtheact iv i tyofdecayfungi , thesemater ia ls

oftendonotsurv ivebeingbur iedinenvironments inwhichtheyarerepeatedlydr iedandwetted.

However , i forgan icart i factsarebur ied inenv i ronmentsthatarecont inuous lywetorcont inu-

ous lydry , inwhichdecayfung iaresuppressed , theobjectsremain inre lat ive lygoodcondi t ion

andtheyare inva luablefor invest igat ingsites .

Manyconservationmaterialsandtechniqueshavebeenstudiedforexhibit ingandmaintaining

excavatedorganicart ifactsinagoodcondit ion.However,conservationtreatmentmethodsbest

suitedforeachtypeoforganicartifacthavenotnecessari lybeendeveloped.Therefore,conserva-

t iontreatmentsfororganicart i factsbasedonmodifiedtreatmentsdevelopedforwoodenart i -

factshavebeenused. It is importanttounderstandthedegradationstageoftheorganicart ifacts

andtoinvest igatethemater ia lsandtreatmentmethodsmostsuitablefortheirconservat ion. In

thisarticle,wediscussconservationtreatmentsdependingonthedeteriorationstateofartefacts.

Inaddit ion,wereviewtheresultsofscient ificresearchforconservingorganicart ifacts ,anddis-

cussfutureresearchforimprovingartifactconservationbydevelopingconservationtreatments.
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